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アケビコノハ（ヤガ科）が2014年秋に和歌山県白浜町に

所在する京都大学瀬戸臨海実験所
Adris tvrannus (Noctuidac) washed ashore on“the Kitahama beach”of the Seto Marine Biological Laboratory. 

Kyoto University in autumn in 2014 

和歌山県田辺泣の湾口に位置する京都大学瀬

戸臨海実験所の“北浜”に，アケビコノハイルis

tyrannusの麹がまとまって打ちヒがることがある

（久保田， 2009司 2013）。今回， 2014年 10月 18日夕

}jと 19日早朝の 21旦lの調査で，少なくとも数個

体分が漂着していたので記録する（｜支l1）。この日

の前後をはじめ 2014年のいずれのHにも漂着は起

こっていない。

今回の記録を入れてこれまでこの地点で 3岡の

漂着があったことになるが．近年になるほどその

H寺期が早まっている。これは地球温暖化と関連が

あるのかもしれない。

果実を吸汁するヤガ科の本種は，様々な果樹の
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図12014年 10月に北浜に漂着したアケビコノハ

実る秋多く発生するので，このことも関連があるのかもしれなし、。実験所構内およびその付近で本種

の成体や幼虫を目撃したことはまだないが（久保田，未発表），当該地域では，“北i兵” j何岸への漂着

が起こる，例えばコウモリ類や鳥類によって本種が捕食されることがあるものと推察されるし現に実

験所周辺にはこの様な捕食者候補が多種多様に生息している。
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